
民
生
委
員
は
民
生
委
員
法

で
設
置
が
定
め
ら
れ
、
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

特
別
職
の
非
常
勤
公
務
員
で

す
。
守
秘
義
務
が
あ
る
無
報

酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域

の
福
祉
を
担
っ
て
い
ま
す
。

任
期
は
三
年
で
改
選
日
は

全
国
共
通
で
す
。
次
回
改
選

は
今
年
十
二
月
一
日
で
、
西

宮
市
で
も
定
数
七
二
三
名

（
う
ち
四
二
名
は
主
任
児
童

委
員
）
が
一
斉
に
改
選
さ
れ

ま
す
。
西
宮
市
の
二
一
万
六

千
世
帯
に
対
し
て
一
人
当
り

平
均
約
三
二
〇
世
帯
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
の
改
選
は
、
次

の
よ
う
な
事
由
に
伴
う
欠
員

補
充
が
課
題
で
す
。
委
員
定

数
に
満
た
な
い
欠
員
の
補
充
、

既
存
の
民
生
委
員
の
個
別
の

事
情
に
よ
る
辞
任
に
伴
う
も

の
、
年
齢
制
限
に
伴
う
退
任

者
補
充
、
そ
の
他
で
す
。

民
生
委
員
の
年
齢
制
限
は

七
五
歳
（
主
任
児
童
委
員
は

六
五
歳
）
で
す
が
、
委
嘱
日

に
制
限
年
齢
未
満
で
あ
れ
ば

就
任
可
能
で
す
。

※
数
字
は
平
成
二
七
年
十
二

月
一
日
現
在
数

民
生
委
員
は
地
区
民
児
協

に
所
属
し
ま
す
。
西
宮
市
で

は
十
三
地
区
民
児
協
が
あ
り
、

地
区
民
児
協
の
下
に
一
～
五

の
校
区
民
児
協
（
計
三
三
校

区
民
児
協
）
が
置
か
れ
て
い

ま
す
。
民
生
委
員
は
基
本
的

に
校
区
民
児
協
単
位
で
設
け

ら
れ
た
民
生
委
員
推
薦
準
備

会
で
担
当
地
区
毎
に
選
任
さ

れ
ま
す
。
民
生
委
員
の
選
任

に
は
地
域
の
支
援
が
必
要
な

た
め
担
当
地
区
の
諸
団
体
が

推
薦
母
体
と
な
り
ま
す
。

※
「
民
児
協
」
は
「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会
」
の

略
称
で
す

地
域
活
動
を
支
え
る
圧
倒

的
多
数
が
「
子
育
て
卒
業
母

さ
ん
」
で
す
。
子
育
て
負
担

が
一
段
落
し
た
時
、
彼
女
た

ち
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
が
始

ま
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
ご
時
世
で

は
、
本
格
的
に
パ
ー
ト
勤
務

等
を
す
る
方
も
多
い
筈
で
す
。

そ
れ
で
も
子
育
て
後
の
永
い

人
生
を
思
っ
た
時
、
何
か
人

の
お
役
に
立
ち
た
い
と
い
う

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

民
生
委
員
の
役
割
は
、
個

人
活
動
が
基
本
で
す
の
で
、

パ
ー
ト
勤
務
と
両
立
さ
せ
な

が
ら
活
動
し
て
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

地
域
活
動
を
支
え
る

も
う
一
方
の
層
が
「
リ

タ
イ
ヤ
お
じ
さ
ん
」
で

す
。
リ
タ
イ
ヤ
後
は
地

域
と
の
関
わ
り
を
持
ち
、

経
験
や
知
識
を
生
か
し

て
お
役
に
立
て
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。と

こ
ろ
が
「
い
ざ
地

域
活
動
を
」
と
思
っ
て

も
、
現
役
生
活
を
地
域

と
無
縁
の
ま
ま
過
ご
し

て
き
た
方
に
は
、
地
域

の
繋
が
り
や
地
域
活
動

の
手
が
か
り
が
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

民
生
委
員
と
い
う
活

動
は
リ
タ
イ
ヤ
お
じ
さ

ん
が
地
域
活
動
に
ご
く

自
然
に
溶
け
込
ん
で
い

け
る
魅
力
的
な
活
動
と

言
え
る
と
思
い
ま
す
。
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セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
魅
力
的
な
活
動

ともしび
にしのみや民生委員･児童委員マーク

〈 1 〉

( )は主任児童委員数

一
斉
改
選
っ
て
何
？

ど
う
や
っ
て
選
ば
れ
る
？

（平成27年12月1日現在）

地区 定数 現員 男 女

中央 94(5) 86(5) 22 64

夙川 46(3) 46(3) 7 39

大社 55(3) 53(3) 4 49

広田 40(2) 40(2) 6 34

今津 69(3) 65(3) 13 52

芦原 25(2) 24(2) 6 18

鳴尾第１ 48(3) 48(3) 5 43

鳴尾第２ 44(2) 41(2) 3 38

鳴尾第３ 58(4) 46(3) 2 44

瓦木 84(4) 80(4) 19 61

甲東 85(6) 83(6) 18 65

塩瀬 46(3) 46(3) 10 36

山口 29(2) 29(2) 13 16

計 723(42) 687(41) 128 559

民
生
委
員
の
一
斉
改
選

子
育
て
卒
業
母
さ
ん
の

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

リ
タ
イ
ヤ
お
じ
さ
ん
の

円
滑
な
地
域
活
動
参
加

こんな人を民生委員に！

●時間のやりくりがしやすい人
●地域住民としての立場で物事がみられる人
●相談者の多様な個性や生き方を大切にで
きる人

●「何よりも人が好き」な人

中
央
地
区
は
浜
脇
、
香
櫨

園
、
安
井
、
用
海
、
西
宮
浜

の
五
小
学
校
の
校
区
が
西
宮

市
役
所
を
東
西
南
北
か
ら
囲

ん
で
い
る
地
域
。
民
生
委
員

・
児
童
委
員
（
以
下
委
員
と

い
う
）
は
、
福
祉
活
動
だ
け

で
な
く
、
西
宮
神
社
の
催
し

や
行
事
に
か
か
わ
り
、
歴
史

ロ
マ
ン
を
感
じ
な
が
ら
活
動

し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

委
員
の
活
動
と
し
て
は
、

五
校
区
全
員
参
加
の
地
区
定

例
会
と
各
校
区
内
で
開
か
れ

る
校
区
定
例
会
が
毎
月
一
回

あ
り
、
行
政
か
ら
の
連
絡
や

提
案
、
専
門
部
会
な
ど
諸
会

合
出
席
の
報
告
、
情
報
交
換

事
例
討
議
な
ど
を
行
い
ま
す
。

毎
年
秋
に
は
高
齢
者
実
態

把
握
調
査
を
、
ま
た
生
後
二

カ
月
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

住
民
の
相
談
は
、
担
当
地

域
の
委
員
が
応
じ
ま
す
。
「

介
護
申
請
は
ど
う
す
る
の
？

」
と
い
っ
た
質
問
や
「
ベ
ッ

ド
か
ら
落
ち
腰
が
痛
い
」
な

ど
様
々
。
即
答
で
き
な
い
内

容
は
行
政
関
係
や
専
門
機
関

へ
連
絡
し
、
パ
イ
プ
役
の
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
独

居
高
齢
者
や
子
ど
も
の
事
で

心
配
な
家
庭
は
注
意
深
く
見

守
り
声
掛
け
し
て
い
ま
す
。

後
日
、
本
人
や
身
内
の
方
か

ら
「
お
世
話
に
な
り
、
あ
り

が
と
う
」
の
謝
意
に
は
心
が

晴
れ
る
思
い
に
な
り
ま
す
。

住
み
良
い
地
域
社
会
づ
く

り
に
、
自
治
会
・
子
供
会
・

青
少
年
愛
護
協
議
会
な
ど
の

諸
団
体
と
協
力
し
た
り
、
小

中
高
学
校
の
先
生
と
連
携
し
、

子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い

ま
す
。
更
に
は
社
会
福
祉
協

議
会
の
支
援
は
、
民
生
委
員

法
の
中
核
と
な
る
活
動
で
、

仕
事
や
家
庭
、
体
調
に
留
意

し
な
が
ら
出
来
る
範
囲
で
参

加
し
て
お
り
ま
す
。

委
員
同
士
は
、
お
互
い
に

相
談
、
親
睦
の
食
事
や
コ
ー

ヒ
ー
、
酒
を
飲
み
な
が
ら
情

報
の
共
有
、
課
題
の
解
決
方

法
を
話
し
合
っ
て
ま
す
。
活

動
を
通
し
た
感
想
は
「
退
屈

せ
ず
過
ご
せ
る
、
〝
遺
産
〟

は
福
祉
の
知
識
と
多
く
の
知

人
」
と
述
べ
る
人
が
多
い
。

（
國
裡
克
男
）

第
三
地
区
民
児
協
は
鳴
尾

東
校
区
・
甲
子
園
浜
校
区
・

高
須
校
区
の
三
校
区
で
形
成

さ
れ
、
西
宮
市
の
南
東
部
に

位
置
し
て
お
り
ま
す
。
三
校

区
と
も
に
、
こ
こ
数
年
来
、

高
齢
化
が
進
み
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
選
出
に
も
影
響

を
受
け
て
お
り
ま
す
。

高
須
校
区
は
ほ
と
ん
ど
が

集
合
住
宅
の
地
域
で
、
九
千

所
帯
、
二
万
人
の
人
口
を
持

つ
マ
ン
モ
ス
住
宅
地
で
す
。

ま
だ
歴
史
の
浅
い
、
新
し
い

地
域
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う

が
、
入
居
開
始
の
四
十
年
前

か
ら
比
べ
る
と
大
き
く
様
変

わ
り
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
一
斉
改
選
時

の
民
生
委
員
補
充
も
そ
れ
な

り
に
順
調
で
し
た
が
、
委
員

の
定
年
や
諸
事
情
で
二
六
名

い
た
委
員
が
今
で
は
一
七
名

と
、
欠
員
九
名
を
数
え
て
い

ま
す
。
そ
の
分
、
現
委
員
の

負
担
増
と
な
り
こ
の
ま
ま
で

は
自
然
消
滅
す
る
の
で
は
と

思
う
日
々
で
す
が
、
そ
れ
で

も
「
あ
な
た
方
が
い
る
か
ら

安
心
」
の
言
葉
を
励
み
に
、

み
ん
な
本
当
に
よ
く
頑
張
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

各
校
区
で
は
、
地
域
の
活

性
化
の
た
め
、
ま
た
〝
明
日

は
我
が
身
〟
の
思
い
で
『
つ

ど
え
る
場
』
を
基
盤
と
し
、

地
域
の
方
々
へ
の
関
わ
り
や

弱
者
へ
の
見
守
り
に
努
め
て

い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
通
し

て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
の
で

は
と
密
か(

笑)

に
自
負
し
て

い
ま
す
。
民
生
委
員
が
地
域

で
本
当
に
必
要
で
あ
る
か
否

か
は
、
地
域
全
体
で
考
え
て

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
中
で
私
た
ち
が
担

う
べ
き
も
の
を
ど
の
よ
う
に

理
解
し
て
頂
け
る
か
、
ご
協

力
を
得
ら
れ
る
か
と
、
日
々

考
え
、
悩
み
、
迷
い
な
が
ら

も
委
員
全
員
で
力
を
合
わ
せ

て
活
動
に
繋
げ
て
お
り
ま
す
。

辛
い
こ
と
も
な
い
と
は
言

え
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
以
上
に

喜
び
を
頂
け
る
よ
う
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
が
細
々
で

も
地
域
の
『
と
も
し
び
』
と

な
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

み
ん
な
で
手
を
つ
な
ぎ
な
が

ら
・
・
・
笑
顔
、
笑
顔
で
。

（
貴
山
好
江
）

< 4 >
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編集後記「
知
名
度
八
七
％
」
初
出
展

の
西
宮
市
民
祭
り
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
は
う
れ
し
い
誤
算
で
し

た
。
想
定
し
て
い
た
記
事
「
民

生
・
児
童
委
員
の
認
知
度
は
こ

ん
な
に
低
い
！
広
報
部
会
の
責

務
痛
感
」
は
ボ
ツ
。

▼
『
と
も
し
び
二
号
』
は
今
年

一
二
月
の
一
斉
改
選
に
向
け
て

主
な
読
者
を
新
任
民
生
委
員
候

補
と
諸
団
体
な
ど
の
地
域
の
推

薦
者
も
意
識
し
た
特
別
号
で
す
。

一
面

改
選
の
概
要

二
面

活
動
の
イ
メ
ー
ジ

三
面

活
動
の
魅
力

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
三
面
四
面
の
記
事
。
民
生
委

員
活
動
が
自
分
自
身
の
成
長
の

糧
と
な
っ
た
と
の
「
感
想
」
や

活
動
を
通
じ
て
の
「
喜
び
」
や

「
楽
し
さ
」
の
経
験
は
民
生
委

員
全
員
の
共
通
の
認
識
で
す
。

▼
こ
の
号
の
記
事
が
き
っ
か
け

で
、
民
生
委
員
の
活
動
に
関
心

を
も
た
れ
る
方
が
増
え
、
一
斉

改
選
後
に
は
欠
員
が
解
消
さ
れ

る
こ
と
が
夢
で
す
。
（
橘
）

中
央
地
区

鳴
尾
第
三
地
区

西
宮
市
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
会
に
は
十
三
地
区
民

生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
が
あ
り
ま
す
。
各
地
区
協
議

会
は
独
自
に
様
々
な
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
「
と
も

し
び
」
で
は
毎
号
二
地
区
を
取
上
げ
、
紹
介
し
ま
す
。

地
区
活
動
紹
介



一
月
某
日

健
や
か
赤
ち
ゃ

ん
訪
問

朝
十
時
、

健
や
か
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
で
主

任
児
童
委
員
の
ご
婦
人
と
連

れ
立
っ
て
訪
問
先
を
訪
ね
た
。

チ
ャ
イ
ム
音
で
玄
関
先
に
姿

を
現
わ
し
た
の
は
若
々
し
い

二
十
代
の
お
母
さ
ん
だ
っ
た
。

お
母
さ
ん
と
会
話
を
交
わ

す
の
は
専
ら
子
育
て
の
先
輩

で
あ
る
主
任
児
童
委
員
さ
ん

で
あ
る
。
リ
タ
イ
ヤ
オ
ヤ
ジ

の
出
番
は
少
な
い
。
挨
拶
を

交
わ
し
た
後
は
、
世
代
を
超

え
た
お
母
さ
ん
二
人
の
会
話

を
見
守
っ
た
。

三
月
某
日

地
元
中
学
校
の

卒
業
式
に
来
賓
参
列

民
生
・
児

童
委
員
に
就

任
し
て
以
来
、

地
元
の
小
・

中
学
校
の
式

典
の
来
賓
出
席
の
案
内
状
が

届
く
よ
う
に
な
っ
た
。
出
席

し
て
み
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

式
次
第
の
中
に
来
賓
紹
介
が

あ
り
、
一
人
ひ
と
り
名
前
を

呼
ば
れ
紹
介
さ
れ
る
。
保
護

者
席
に
は
担
当
地
区
の
保
護

者
も
多
い
。
地
区
の
皆
さ
ん

に
児
童
委
員
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
る
絶
好
の
場
で
あ
る
。

可
能
な
限
り
参
列
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

「
子
供
た
ち
の
式
に
は
行
っ

た
こ
と
な
い
の
に
」
帰
宅
後

の
妻
の
皮
肉
が
身
に
沁
み
た
。

四
月
某
日

社
協
分
区
の
総

会
に
出
席

社
会
福
祉
協
議
会
分
区
の

総
会
に
出
席
し
た
。
今
年
の

総
会
で
は
「
高
齢
者
見
守
り

の
推
進
」
を
テ
ー
マ
に
「
安

心
キ
ッ
ト

の
導
入
」

が
提
案
さ

れ
承
認
さ
れ
た
。

※
安
心
キ
ッ
ト
は
市
社
協
が

推
進
す
る
救
急
隊
員
に
迅
速

に
情
報
提
供
す
る
ツ
ー
ル

高
齢
者
や
児
童
等
の
地
域

の
見
守
り
や
支
援
を
目
的
と

し
た
と
し
た
組
織
で
あ
る
。

民
生
委
員
就
任
と
と
も
に
分

区
役
員
に
も
就
任
し
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
に
拍
車
が
か

か
る
現
状
で
、
こ
の
地
域
組

織
の
役
割
は
重
い
。

六
月
某
日

青
愛
協
で
知
る

イ
マ
ド
キ
の
子
供
た
ち

地
区
の
青
少
年
愛
護
協
議

会
の
会
合
に
出
席
し
た
。
会

合
で
は
地
域
の
児
童
が
通
う

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
校
の
先
生
方
も
参
加
さ
れ
、

時
節
の
行
事
や
子
供
た
ち
の

様
子
が
報
告
さ

れ
る
。

報
告
で
気
に

な
っ
た
の
は
小

中
学
校
で
の
子

供
た
ち
の
問
題

行
動
で
あ
る
。
中
学
校
で
は

減
少
化
し
小
学
校
で
増
え
る

と
い
う
低
年
齢
化
が
顕
著
な

よ
う
だ
。
児
童
委
員
と
し
て

子
供
た
ち
の
情
報
に
接
す
る

貴
重
な
機
会
で
あ
る
。

八
月
某
日

ご
近
所
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
か
ら
の
情
報

散
歩
中
に
ご
近
所
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
声
を
掛
け
ら
れ

た
。
「
昨
晩
、
チ
ャ
イ
ム
が

鳴
り
モ
ニ
タ
ー
越
し
見
慣
れ

な
い
お
じ
い
さ
ん
か
ら
『
入

れ
て
く
れ
～
ッ
』
と
繰
り
返

さ
れ
た
。
認

知
症
の
方
の

徘
徊
の
よ
う

だ
っ
た
。
民

生
委
員
さ
ん
に
は
伝
え
て
お

こ
う
と
思
っ
た
の
で
」
。
お

話
を
伺
い
、
認
知
症
徘
徊
者

の
地
域
の
見
守
り
環
境
づ
く

り
が
急
務
だ
と
痛
感
し
た
。

担
当
エ
リ
ア
は
広
く
高
齢

者
も
三
百
人
を
超
え
る
。
民

生
委
員
に
は
地
域
の
皆
さ
ん

の
情
報
提
供
が
あ
り
が
た
い
。

十
月
某
日

高
齢
者
実
態
把

握
調
査
で
の
出
来
事

永
年
車
イ
ス
生
活
だ
っ
た

ご
主
人
を
昨
年
亡
く
さ
れ
た

お
宅
を
訪
ね
た
。
毎
年
訪
問

の
際
ご
夫
婦
と
玄
関
先
で
親

し
く
雑
談
を

交
わ
し
て
い

た
。奥

さ
ん
か

ら
ぜ
ひ
お
参
り
下
さ
い
と
仏

間
に
招
か
れ
た
。
笑
顔
の
Ｖ

サ
イ
ン
姿
の
遺
影
に
手
を
合

わ
せ
た
。
し
ば
ら
く
思
い
出

話
を
交
わ
し
永
年
の
介
護
生

活
に
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
掛

け
て
辞
去
し
た
。

民
生
委
員
の
職
務
を
越
え

た
ふ
れ
あ
い
に
ウ
ル
ッ
と
し

な
が
ら
こ
の
役
職
の
手
応
え

を
実
感
し
た
。

十
一
月
某
日

証
明
事
務
で

状
況
確
認
書
を
作
成

近
所
の
ご
主
人
が
来
訪
さ

れ
申
請
書
を
渡
さ
れ
た
。
児

童
扶
養
手
当
受
給
者
の
現
況

届
だ
っ
た
。
民
生
委
員
の
状

況
確
認
書
に
署
名
捺
印
し
て

も
ら
い
、
届
出
書
類
に
署
名

捺
印
し
て
お
渡

し
し
た
。

民
生
委
員
の

役
割
の
ひ
と
つ

で
あ
る
証
明
事
務
で
あ
る
。

十
二
月
某
日

地
区
民
児
協

の
忘
年
会

恒
例
の
地
区
民
児
協
の
忘

年
会
に
出
席
し
た
。
毎
月
の

定
例
会
の
淡
々
と
し
た
議
事

進
行
と
違
っ
て
、
年
に
一
度

の
忘
年
会
は
委
員
相
互
に
忌

憚
な
く
意
見
交

換
が
で
き
る
貴

重
な
機
会
で
あ

る
。所

属
の
地
区
民
児
協
は
旧

来
の
街
と
新
興
住
宅
街
の
委

員
の
混
成
部
隊
で
あ
る
。
交

流
は
進
ん
で
い
る
が
、
住
民

間
の
垣
根
は
尚
残
さ
れ
て
い

る
。
忘
年
会
の
懇
親
を
通
じ

て
新
旧
住
宅
街
の
風
土
や
意

識
の
違
い
を
理
解
で
き
た
こ

と
も
民
生
委
員
と
い
う
役
職

の
賜
物
で
あ
る
。
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あ
る
民
生
委
員
の
活
動
日
記

にしのみや市民祭りでブース初出展！
民生委員・児童委員会が今

年度初めて市民祭りのふるさ

とブースに出展しました。各

地区派遣の民生委員が分担す

る運営スタッフが、ブース前

で行きかう皆さんに声を掛け

ます。「民生委員をご存知で

すか。シールを貼ってメモ帳をお受け取り下さい」。

予想外に良い反応でスタッフが首から下げたパネルを次々と

シールが埋めていきます。最終的に1,308名の方にシールを貼っ

て頂き、87％の方に「民生委員を知っている」と回答して頂き

ました。

委員会初の市民祭り参加が幸先の良いスタートを切りました。

我
が
ふ
る
さ
と
上
ヶ
原
は
、

気
候
温
暖
で
、
緑
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
た
地
で
す
。

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
始
ま

り
と
と
も
に
民
生
委
員
活
動

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
頂
き
、

早
二
年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。

福
祉
か
ら
は
遠
い
世
界
に

身
を
置
い
て
き
た
者
に
は
、

民
生
委
員
活
動
は
、
未
知
の

世
界
で
驚
き
の
連
続
で
し
た
。

民
生
委
員
は
特
別
職
の
非

常
勤
公
務
員
で
あ
る
こ
と
、

幅
広
い
社
会
福
祉
に
関
す
る

知
識
が
必
要
で
あ
る
こ
と
等

を
知
り
、
自
分
に
出
来
る
だ

ろ
う
か
？
と
不
安
に
な
る
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
先
輩

諸
氏
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
導
き

に
よ
り
、
そ
の
役
割
を
十
分

に
は
果
た
せ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
今
日
ま
で
続
け
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
間
、
社
会
福
祉
協
議

会
や
青
少
年
愛
護
協
議
会
等

の
関
わ
り
か
ら
、
様
々
な
分

野
の
方
々
と
接
す
る
機
会
を

得
て
見
聞
と
人
の
輪
を
広
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

又
、
地
域
の
様
々
な
行
事

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
多
く

の
人
達
の
支
え
で
地
域
社
会

が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を

改
め
て
実
感
致
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
民
生
委
員
と
し

て
の
責
務
を
果
た
し
、
少
し

で
も
地
域
社
会
に
貢
献
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

逆
に
色
々
勉
強
さ
せ
て
頂
き
、

自
分
自
身
の
成
長
の
糧
に
な
っ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
民
生
委
員
と

は
地
域
社
会
を
学
ぶ
教
本
で

あ
り
、
福
祉
に
つ
い
て
学
ぶ

場
で
あ
り
、
地
域
の
人
達
と

の
繋
が
り
の
糸
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

今
後
も
民
生
委
員
活
動
を

通
し
て
、
微
力
な
が
ら
地
域

社
会
の
福
祉
向
上
の
為
に
役

立
て
る
よ
う
に
精
進
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
が
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
事
を
知
っ
た
の
は
、

ま
だ
学
生
の
時
で
し
た
。
夜

に
な
る
と
、
我
が
家
を
訪
れ

る
方
が
、
父
と
話
さ
れ
て
い

る
光
景
を
陰
な
が
ら
、
目
に

す
る
事
が
度
々
あ
り
ま
し
た
。

父
は
静
か
に
民
生
委
員
と
し

て
、
そ
の
方
の
悩
み
を
聴
い

て
い
た
の
で
し
た
。
そ
し
て

私
が
父
と
同
じ
よ
う
に
民
生

委
員
・
児
童
委
員
を
務
め
る

こ
と
な
ど
、
思
い
も
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
両
親
が
高
齢
の

た
め
、
近
く
に
住
む
よ
う
に

な
り
、
父
の
知
り
合
い
の
方

の
薦
め
で
、
一
期
で
も
と
お

引
き
受
け
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
実
家
が
阪
神
大
震
災
で
全

壊
し
、
名
も
知
ら
ぬ
多
く
の

方
々
の
お
陰
で
救
い
出
さ
れ

た
家
族
の
命
に
感
謝
し
、
少

し
で
も
地
域
に
お
返
し
出
来

れ
ば
と
思
っ
た
か
ら
で
し
た
。

先
輩
や
、
同
期
の
仲
間
、

後
輩
と
の
交
流
は
、
心
癒
さ

れ
る
も
の
で
し
た
。
今
で
は

四
期
目
に
な
り
ま
す
。
地
域

広
報
誌
の
お
役
な
ど
の
取
材

を
通
し
て
、
普
段
会
え
な
い

方
々
や
、
父
を
知
る
多
く
の

方
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
亡

き
父
の
足
跡
を
改
め
て
た
ど

る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
通
し
て
、

若
い
方
と
の
触
れ
合
い
で
元

気
を
頂
き
、
幼
い
子
供
た
ち

の
無
邪
気
な
姿
に
接
し
、
心

和
み
、
清
ま
る
自
分
に
気
付

き
ま
す
。
又
、
年
配
の
方
々

か
ら
多
く
を
学
び
、
そ
し
て

喜
ん
で
下
さ
る
姿
に
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
役
目
の

大
切
さ
を
感
じ
ま
す
。
今
ま

で
余
り
話
さ
れ
な
い
方
が
、

思
い
も
よ
ら
ず
心
開
い
て
下

さ
っ
た
時
の
喜
び
は
何
よ
り

の
も
の
で
す
。
今
、
や
っ
と

父
に
感
謝
で
き
る
自
分
で
い

ま
す
。
微
力
な
が
ら
も
お
役

に
立
ち
た
い
で
す
。

主
任
児
童
委
員
に
な
り
二

期
目
で
す
。
毎
月
の
健
や
か

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
は
、
子
育
て

サ
ロ
ン
と
共
に
大
切
な
仕
事

の
一
つ
。
今
は
大
好
き
な
こ

の
仕
事
で
す
が
、
始
め
は
毎

回
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
訪
問
は
、
市
の

母
子
支
援
の
方
と
民
生
委
員

さ
ん
と
私
の
三
名
。
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
の
前
で
少
し
緊
張
。
担

当
者
さ
ん
は
た
め
ら
い
な
く

ボ
タ
ン
を
押
し
、
丁
寧
に
対

応
！
さ
す
が
！
と
て
も
慣
れ

た
に
こ
や
か
な
訪
問
で
し
た
。

見
知
ら
ぬ
お
宅
を
突
然
訪
問

す
る
こ
と
が
初
め
て
だ
っ
た

私
は
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
怪

し
い
訪
問
販
売
と
間
違
わ
れ

な
い
か
と
内
心
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し

て
い
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
民
生
委
員
さ
ん

と
二
人
で
の
訪
問
が
始
ま
り

ま
し
た
。
地
域
の
事
も
よ
く

把
握
さ
れ
ス
ム
ー
ズ
に
話
を

進
め
る
お
姿
に
、
積
み
重
ね

た
関
わ
り
の
経
験
が
住
民
の

方
と
の
良
い
関
係
を
築
く
事

を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

す
ぐ
に
私
も
話
し
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
不

安
げ
な
お
母
さ
ん
に
笑
顔
で

話
し
か
け
る
と
少
し
和
ら
い

だ
表
情
に
な
ら
れ
ま
す
。
赤

ち
ゃ
ん
と
二
人
の
時
間
が
長

く
外
部
の
人
と
話
す
機
会
が

少
な
い
授
乳
期
。
そ
の
頃
を

思
い
出
し
な
が
ら
、
エ
ー
ル

を
送
る
気
持
ち
で
接
し
て
い

ま
す
。

子
育
て
サ
ロ
ン
へ
お
誘
い

し
た
後
で
実
際
に
訪
れ
て
下

さ
る
と
と
て
も
嬉
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
最

近
サ
ロ
ン
へ
来
ら
れ
て
い
な

い
と
思
っ
て
い
た
ら
、
二
人

目
の
出
産
で
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

に
伺
う
、
と
い
う
事
も
増
え

て
き
ま
し
た
。

子
育
て
は
誰
も
が
初
め
て

の
こ
と
ば
か
り
。
大
切
な
こ

の
時
期
に
少
し
で
も
お
役
に

立
て
た
ら
と
思
い
楽
し
く
訪

問
を
し
て
い
ま
す
。

父
の
姿
に
照
ら
し
て

夙
川
地
区正

明

裕
子

子
育
て
お
母
さ
ん
に
送
る
エ
ー
ル

塩
瀬
地
区

浦
入

智
子

地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
の
糸

甲
東
地
区

田
中

登

私
に
と
っ
て
の
民
生
委
員

特
集

主
任
児
童
委
員
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